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要 旨 

【目的】地域の強みを高める公衆衛生看護技術（以下技術）を習得するシナリオベースのシミュレー

ションプログラムの WEB 普及版（以下 WEB 普及版）の実践現場での実用性について、意見を収集す

ることである。【方法】研究参加者は、全国の子育て世代包括支援センターと地域包括支援センター20
施設に勤務する常勤保健師 24 名であり、2020 年度、プログラム体験前後に、質問紙にて意見収集調査

を行った。【結果】研究参加者は年齢・経験ともに幅広い層であり、WEB 普及版が有効かを尋ねたとこ

ろ、9 割以上が、とてもそう思う、そう思うと回答していた。また、技術習得のためにシミュレーショ

ンを用いることが有効かについては、プログラムを体験した全員が、とてもそう思う、そう思うと回答

しており、自由記載でもプログラムについて、効果を感じているという意見があった。プログラム体験

後の各技術の実施度得点と自信度得点は、ともに合計点と 1 項目を除く下位項目で、体験前より高値を

示し、22 項目中 8 項目で有意差が見られた（P<0.05）。【結論】本プログラムの WEB 普及版には一定

の汎用性と実用性があることが示唆された。 
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Ⅰ．緒言 
日本では、少子高齢化に伴う子育て支援や介護

問題、生活環境や生活習慣の変化に伴う、がんや

心疾患の増加等、ヘルスニーズは複雑かつ、深刻

化している。さらに、日本は自然災害大国とも言

われ、国内のどこに住んでいようと、地震や豪雨

の被災に伴う予期せぬ生活の破綻が生じ、ヘルス

ニーズが増す可能性がある。これらの予防・解決

のために、様々な公的制度が設けられているが、

十分ではない。厚生労働省は、地域の強みを強化

することによる地域共生社会の実現を掲げてい

る。しかしながら、総務省の調査によると、自治

会加入率の低下、近所付き合いの希薄化、活動の

担い手不足が顕著であると報告されている 1）。

2016 年に閣議決定されたニッポン一億総活躍プ

ランにおいても地域共生社会への転換が求めら

れており 2）、国を挙げた対策としても、地域共生

社会の実現に向けて、専門人材の機能強化・最大

活用が求められており、保健の専門的技術の明確

化が急務となっている。 
保健師が関わる地域の強みとそれを高める公

衆衛生看護技術は、先行研究において、その枠組

みと主要な技術が明らかにされている 3,4）。しか

しながら、この技術の有効な習得方法については
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課題となっていた。その理由は、この技術が、個

人ではなく、コミュニティを対象としてポピュレ

ーションベースに展開するものであり、実習や

OJT による長期間の経験を通して、理解を深め、

行動に移すことが、可能になる類のものだからで

ある。 
とはいえ、保健師は、新任期であっても即戦力

として期待されている現状がある 5）。保健師は、

実践経験から学び続ける 6）と言われていることか

らも、たとえ、短期間での習得が困難な技術でも、

基礎教育から新任期、それ以降へと、早い時期か

ら段階的に積上げ、反復して学習できる方法が、

開発されることが重要である。このような状況を

受け、岡本らは、地域の強みを高める公衆衛生看

護技術（以下、技術）のうち、【探索】【活気づけ】

【促進】を習得する 3 種類のシナリオベースのシ

ミュレーションプログラム（以下、プログラム原

版）を開発し、新任期保健師を対象に対面型で実

施し、効果を検証している 7）。しかし、プログラ

ムの汎用性という面では、対面型には、講師やス

タッフ、場、予算の確保、および学習者の利便性、

限定的なリクルートになるといった点で、限界が

あるという課題があった。そこで、より広範に活

用できるように、インターネットを通して、パソ

コンやスマートフォン、タブレットでも活用でき

る WEB 版の作成を試みた 8)。 
本研究の目的は、地域の強みを高める公衆衛生

看護技術を習得するシミュレーションプログラ

ム WEB 普及版（以下、WEB 普及版）について、

実践現場での実用性について意見を収集するこ

とである。本研究の意義は、収集した意見を基に

プログラムがより精錬され、本プログラムを用い

た技術の学習成果向上が期待できることである。

なお、WEB 普及版は、対象を新任期に限定せず、

汎用性のある活用めざすものである。 
 
Ⅱ．研究方法 
1. 研究参加者 

研究参加者は、関連調査に協力した、全国の子

育て世代包括支援センターと地域包括支援セン

ターの 258 施設の内、WEB 普及版の体験を希望

した 20 施設に勤務する常勤保健師 24 名（1 名参

加 16 施設、2 名参加 4 施設）であった。関連調査

の送付時に、案内文書で WEB 普及版体験の希望

を募り、専用封筒にて参加希望と連絡先の返送を

得た。意見収集調査の協力については、メールで

案内後、直接電話で説明をし意思確認を行った。 
2. データ収集方法 

調査方法は、自記式質問紙調査、調査時期は

2020 年 10 月～2021 年 1 月であった。参加希望

施設には、WEB 普及版の資料と体験手順を送付

した。質問紙には、2 つのシミュレーション体験

前、その後 2 週間以内に探索シミュレーションを

体験した後、また、その後 2 週間以内に活気づけ

シミュレーションを体験した後の 3回記入を求め

た。期間中の体験が難しい場合は、各々2 週間を

めどに延長を可とした。前後のデータのマッチン

グのため、本人の了解を得て記名を求め、データ

処理においては匿名化した。 
3. 調査内容 

調査内容は、①基本属性（性別、年齢、地域保

健福祉関連職での経験年数；以下経験年数と略）

と、②WEB 普及版の実用性の程度を問う項目と

実用性に関する意見の自由記載、③探索、④活気

づけの 2種類のシミュレーション体験前後の自己

評価である。体験前後の自己評価は、研究参加者

が個々に WEB 普及版の実用性への意見を述べる

うえで、どのような技術を体験したかについての

認識を深めたうえで、意見を述べられるようにと

いうねらいで行った。調査は、体験前（1 回目）

に①③④、探索シミュレーション体験後（2 回目）

に②③、活気づけシミュレーション体験後（3 回

目）に②④を行った。 
WEB 普及版の実用性に関する 3 項目は、探索

シミュレーション、活気づけシミュレーション、

およびシミュレーションプログラム自体が、技術

習得に有効かどうかを、全くそう思わない（0 点）

からとてもそう思う（3 点）の評定尺度で問うた。

体験前後の自己評価は、地域の強みを高める公衆

衛生看護技術 4)の規範となる【社会的公正】3 項

目、体験した技術について、【探索】6 項目と【活

気づけ】4 項目について、実施度の認識（全くそ

うしていない（0 点）から、常にそうしている（5
点））（以下、実施度得点）の評定尺度で問うた。

また、技術習得に対する自信度の認識 9 項目 7)に
ついても、全く自信がない（0 点）から、非常に

自信がある（10 点））（以下、自信度得点）の評定

尺度で問うた。 
4. シミュレーションプログラム WEB 普及版の

概要 
シミュレーションは、オンライン上の A 県 B 町

C 地区という、高齢者の孤立死予防を要する仮想
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地域で、参加者が地区担当保健師という設定で行

う。探索シミュレーションは、約 30 分を要し、

動画の流れに沿って、地域のインフォーマントで

ある自治会長・健康推進員・ヘルパー・健康福祉

課課長の 4 者に対し、複数の選択肢から適切な質

問内容を選び、情報収集をし、印刷したワークシ

ートに参加者が地域のアセスメントを記入して

いくものである。 
活気づけシミュレーションは、住民が地区の課

題に気づき主体的な組織化に向かう過程を保健

師が支援する場面 2 パターンの動画を視聴し（約

30 分）、台本と発問が書かれたワークシートに記

入して、望ましい展開例と、そうでない例の比較

から参加者が活動のポイントを学ぶものである。 
今回、開発した 3 種類の対面型のプログラムのう

ち、【促進】の技術については、5 名以上で行うカ

ードゲームの形態であり、WEB 普及版に転用で

きなかったため、【探索】、【活気づけ】の 2 種類で

行った。対面型との違いは、対面型が、演者を設

けグループワークで進める形式であった部分を、

WEB 普及版では、動画を用い個人で進められる

形式であったことである。 
5. 分析方法 

分析は、各項目の記述統計を算出した。加えて、

2 種類のシミュレーション体験前後の自己評価は、

対応のある t検定を行い、有意水準は 5％とした。

WEB 普及版の実用性に関する自由記載は、研究

参加者の真意を損なわないように、意味内容の類

似性により分類し、カテゴリー化した。統計処理

には IBM SPSS Statistics 27 を用いた。 
6. 倫理的配慮 

本研究は、大阪大学医学部附属病院観察研究倫

理審査委員会の承認を経て実施した（承認番号

19322、2019 年 12 月 18 日）。研究参加者には、

文書にて WEB 普及版体験の参加意思を確認し、

参加案内メールを送付後、電話にて、調査項目、

個人情報の保護、拒否の自由などについて改めて

説明をし、口頭で同意を得た。 
 
Ⅲ．結果 
1. 研究参加者の概要 

研究参加者 24 名のうち、探索シミュレーショ

ン前後の調査への回答者は 13 名（54.2％）で、全

員が女性であり、平均年齢は 43.7±7.0 歳で、経験

年数は 17.5±8.4 年であった。活気づけシミュレー

ション前後の回答者は 10 名（41.7％）で、全員が

女性であり、平均年齢は 41.9±6.2 歳であり、経験

年数は 15.3±7.7 年であった。年齢の範囲は 34～
52 歳、経験年数は 2～29 年であり、全員が 30 歳

以上で、1 名を除き全員が経験年数 5 年以上であ

った。参加を表明したものの調査に回答できなか

った者の理由は全員多忙のためであった。 
2. 意見収集の結果 
1) WEB 普及版の実用性に関する意見 
探索シミュレーション体験後にプログラムが

技術習得に有効かどうかを聞いた問いでは、とて

もそう思うが 4 名（30.8％）で、そう思うが 9 名

（61.5％）、あまりそう思わないが 1 名（7.7％）

であった。活気づけシミュレーション体験後にプ

ログラムが技術習得に有効かどうかを聞いた問

いでは、とてもそう思うが 7 名（70.0％）で、そ

う思うが 3 名（30.0％）、シミュレーションプログ

ラム自体について、今回シミュレーションプログ

ラムに参加し、技術習得に有効と思ったかの問い

では、とてもそう思うが 6 名（60.0％）で、そう

思うが 4 名（40.0％）であった（表 1）。 
また、WEB 普及版の実用性に関するシミュレ

ーション体験後の感想（自由記載）からは（表 2）、
参加者のシミュレーションプログラムへの期待

感が伺えた。また、シミュレーションプログラム

を通して感じた効果としては、地域の強みを高め

る公衆衛生看護技術の具体的な展開理解や、自身

の保健師観につながる保健師の専門性とポジテ

ィブヘルス推進への気づき、保健師の OJT に対

する自信の高まりがあった。そしてシミュレーシ

ョンプログラムに効果を感じた理由としては、視

聴覚教材を用いた体験型学習による自身の保健

師活動とのつながりやすさや、現実再現の忠実度

が高いシミュレーション内容によるイメージの

しやすさが挙げられていた。さらに、保健師に求

められる学習プログラムの方法としては、今回の

ように、よく設計されたシミュレーションプログ

ラムを求める意見があった。 
2) 意見を述べる基礎となった WEB 普及版体験 

 前後の自己評価 
探索シミュレーションでは（表 3）、体験前後の 
【社会的公正】3 項目の合計点（レンジ 0-15）

と、下位項目（レンジ 0-5）の〈信頼とパートナー

シップ〉、〈平等・公平性〉、〈みなの「生」を衛る〉

のすべての項目について、体験前から得点が高く、

前後の変化が見られなかった。【探索】6 項目では、

合計点と、下位項目（レンジ 0-5）の〈強み発掘〉、 
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〈課題把握〉、〈資源探索〉、〈見える化〉、〈実在見

せ〉、〈要因見せ〉のすべての項目で、体験前より

も体験後が高値であった（後 2 項目を除き P < 
0.05）。自信度得点については、「地域に出て、潜

在している健康や生活の課題と地域の強みの両

方を感知する」、「感知した地域の課題や強みの実

態を資料や事例で見せる準備をする」、「地域の強

みとなる資源把握やその活用に繋がる情報提供

網を張り巡らす」のすべての項目で、有意な差は

ないものの体験後が高値であった。 
活気づけシミュレーションでは（表 4）、体験後の

【活気づけ】4 項目では、合計点（レンジ 0-20）
と、下位項目（レンジ 0-5）の〈ワレラゴト（我ら

事）共有（P < 0.05）〉、〈みなで/ともに/楽しく浸

透〉、〈元気バックアップ〉の得点が、体験前より

高値であった。〈発起アシスト〉は、体験前後で若

干得点が下がっていた。自信度得点（レンジ 0-10）
については、「ポジティブヘルスを目指し住民主

体で行動を起こすという合意に向けた対話を推

進する（P < 0.05）」、「ポジティブヘルスに向けた

活動を主体的に展開する住民の力量形成を支援

する（P < 0.05）」、「住民が活動の成果を確認し、

さらに地域全体に波及できるよう支援する（P < 
0.05）」において有意に体験後の得点が高く、「み

なで/ともに/楽しくポジティブヘルスを目指すと

いう意識が浸透するように支援する」、「ポジティ

ブヘルスを目指し、よさそう/できそう/やろうの 

 
住民参加を促進する」、「住民同士がそれぞれの強

みを活かし、活動を継続・発展できるよう支援す

る」では、有意な差はないものの体験後の方が高

値であった。 
 
Ⅳ．考察 
1. 研究参加者について 

研究参加者は、全員年齢が 30 歳以上、経験年

数は 1 名を除き 5 年以上と中堅期から管理期の保

健師であり、意見収集を目的とする本調査の対象

として、適した集団であったと考える。しかしな

がら、参加を表明した者のうち多忙を理由に約半

数が調査の回答に至らず、体験を希望していたと

しても、限られた期間内に自主的に実施し、質問

紙に回答することが困難な現状が伺えた。 
2. WEB 普及版の実用性について 

結果より、WEB 普及版における探索シミュレ

ーションと活気づけシミュレーションが、有効か

を尋ねたところ、参加者の 9 割以上が、とてもそ

う思う、そう思うと回答していた。また、技術習

得のためのシミュレーションプログラムが、有効

かについても、WEB 普及版を体験した全員が、 
とてもそう思う、そう思うと回答していた。これ

らの回答者の年齢・経験年数が幅広い層であった

ことから、各シミュレーションプログラムと

WEB を通して学習する技術習得の方法について、 
一定の汎用性と実用性があることが示唆された 

表 1．WEB 普及版の実用性に関する意見収集結果  
 問 回答肢 n %  

1 ワザトレ「探索シミュレーション」を体験し、このプロ

グラムは、技術習得に有効であると思いましたか。

（N=13） 

とてもそう思う 4 30.8 
 そう思う 8 61.5 

 あまりそう思わない 1 7.7 

 全くそう思わない 0 0.0 

2 ワザトレ「活気づけシミュレーション」を体験し、この

プログラムは、技術習得に有効であると思いましたか。

（N=10） 

とてもそう思う 7 70.0 

 そう思う 3 30.0 

 あまりそう思わない 0 0.0 

 全くそう思わない 0 0.0 

3 今回プログラム WEB 普及版に参加し、シミュレーショ

ンプログラムは技術習得に有効であると思いましたか。

（N=10） 

とてもそう思う 6 60.0 

 そう思う 4 40.0 

 あまりそう思わない 0 0.0 

 全くそう思わない 0 0.0 
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表 2．WEB 普及版の実用性に関する参加者のシミュレーション体験後の感想（自由記載）  
カテゴリー サブカテゴリー プログラムの実用性に関する記載内容 

シミュレーショ

ンプログラムへ

の期待感 

保健師の OJT での活用に対

する期待感 
保健師の人材育成カリキュラムの中でのツールとして活用したい。 
初期の段階や指導者の立場からも体験できる。 

シミュレーショ

ンプログラムを

通して感じた効

果 
 
  

地域の強みを高める公衆衛生

看護技術の具体的な展開理解 
行政主体の限界を感じる中、住民主体の思考が大切で、どう展開す

るか具体に感じることができた。  
自身の保健師観につながる保

健師の専門性とポジティブヘ

ルス推進への気づき 

特に体験２については自分自身も原点に戻らされる感覚だった。 
住民と一緒に考え、自分事としてとらえてもらえるために、ポジテ

ィブヘルスで工夫が大切だと感じた。 
このコロナ禍の状況もあり、今、包括支援センターで保健師はなに

をするべきか…保健師の役割は？と悩んでいたが、少し、先に光が

見えたように思う。 
保健師の OJT*に対する自信

の高まり 
こういった体験型の学習は経験がないので楽しく学習できた。つい

先日も課員が地区診断をしたが、今回勉強させていただいたことを

念頭におくと、私自身が自信をもって指導しやすいと思った。 
シミュレーショ

ンプログラムに

効果を感じた理

由 

視聴覚教材を用いた体験型学

習による自身の保健師活動と

のつながりやすさ 

受け身の学習ではなく、体験型学習であるため楽しく参加できた。 
動画を試聴してのプログラムだったので、イメージしやすく理解し

やすかった。 
探索シミュレーションは、普段できていないことを、映像で教わり

有効だった。 
現実再現の忠実度が高いシミ

ュレーション内容によるイメ

ージのしやすさ 

シミュレーションの内容がとても想定されるものに近く自身も課

題に感じていたことだったので良かった。 
思いのほか、簡潔で、そして重要なところが凝縮された内容だった。

ぜひ、広く普及してほしい。 
保健師に求めら

れる学習プログ

ラムの方法 

シナリオベースのシミュレー

ション、様々な状況設定の体

験型プログラム  

活気づけシミュレーションのようなシミュレーションプログラム。 
体験させて頂いた内容や、対象者や専門職を変えた内容など。 
今回のように、自分で体験しながら考え、学習できるもの。 

住民参加型の技術習得ができ

るプログラム 
地域の特性に合わせた住民参加型のプログラム。 

思考を深められる教材付きの

プログラム 
比較できたので良かった 
ワークシート(シナリオつきのもの)が資料にあり、概要が把握しや

すかった。 
短時間で具体的な学習ができ

るプログラム 
短時間で学習ができる。 
短時間で具体的でわかりやすいプログラム。 

実践の振り返りが可能なプロ

グラム 
自分の保健師の仕事を振り返ったり、実用的な技能を学べたりでき

るとよいです。 
*OJT とは On the Job Training の略であり、実際の仕事を通じて知識や技術などを習得する教育方法である。 
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表 3．探索シミュレーション体験前後の自己評価    N＝13 
     事前  中間  

  
  項目                    平均±標準偏差  平均±標準偏差 P  

実

施 
社

会 
合計      
               

(0-15)                   
 

 11.5 
  

± 
  

1.9 
  

 11.5 
  

± 
  

1.8 
  

1.000 
  

 

度 
 
 

的

公

生 

信頼とパート 
ナーシップ 
   

(0- 5)  
                 
 

人々の力を信頼し、持続可能な

協力関係を築くという規範に

則り活動する 

3.8 
 
  

± 
 
  

0.6 
 
  

 
3.8 

 
  

± 
 
  

0.7 
 
  

1.000 
 
  

 

   
平等・公平性 
 
  

 地域の健康格差をなくし、公平

に資源を配分するという規範

に則り活動する 

3.7 
 
  

± 
 
  

0.9 
 
  

 
3.7 

 
  

± 
 
  

0.8 
 
  

1.000 
 
  

 

  
みなの「生」を 
衛る 
  

 すべての人々の「生命・生活・

生きる権利」を衛るという規

範に則り活動する 

4.0 
 
  

± 
 
  

0.8 
 
  

 
4.0 

 
  

± 
 
  

0.7 
 
  

1.000 
 
  

 

 探

索 
合計 
                     

(0-30)                    
 

 
17.8 

  
± 
  

2.8 
  

 20.7 
  

± 
  

3.0 
  

<0.001 
  

* 
  

  
強み発掘                
 
  

(0- 5)                  
 
 

ポジティブヘルスを推進する、

あらゆる地域の潜在力を発掘

する 

2.9 
 
  

± 
 
  

0.9 
 
  

 
3.8 

 
  

± 
 
  

0.6 
 
  

0.002 
 
  

* 
 
  

  
課題把握 
 
  

 人々の「生命・生活・生きる権

利」を脅かす実態を包括的に

把握する 

3.4 
 
  

± 
 
  

0.7 
 
  

 
4.0 

 
  

± 
 
  

0.7 
 
  

0.014 
 
  

* 
 
  

  
資源探索 
 
  

 活用可能な地域内外のあらゆ

る社会資源を探り、実態を把

握する 

3.3 
 
  

± 
 
  

0.8 
 
  

 
3.8 

 
  

± 
 
  

0.6 
 
  

0.008 
 
  

* 
 
  

  
見える化 
 
  

 地域の課題や強みの実態を、見

て分かるよう統計や図表で示

す 

2.8 
 
  

± 
 
  

0.6 
 
  

 
3.5 

 
  

± 
 
  

0.7 
 
  

0.001 
 
  

* 
 
  

  
実在見せ 
 
  

 課題や強みのリアルな実在を、

当事者の生の声やプロット地

図で示す 

2.5 
 
  

± 
 
  

0.5 
 
  

 
2.7 

 
  

± 
  

0.9 
 
  

0.337 
 
  

 

  
要因見せ 
 
  

 実態の背景にある様々な要因

や事情を分析し、その関連を

視覚化する 

2.9 
 
  

± 
 
  

0.6 
 
  

 
3.0 

 
  

± 
 
  

0.9 
 
  

0.753 
 
  

 

自

信 
度 

                       
(0-10)                     
 
 

地域に出て、潜在している健康

や生活の課題と地域の強みの

両方を感知する 

5.8 
 
  

± 
 
  

2.4 
 
  

 
6.9 

 
  

± 
 
  

1.3 
 
  

0.063 
 
  

 

   
 感知した地域の課題や強みの

実態を資料や事例で見せる準

備をする 

5.8 
 
  

± 
 
  

2.0 
 
  

 
6.3 

 
  

± 
 
  

1.7 
 
  

0.316 
 
  

 

   
 地域の強みとなる資源把握や

その活用に繋がる情報提供網

を張り巡らす 

5.4 
 
  

± 
 
  

2.0 
 
  

 
6.5 

 
  

± 
 
  

1.3 
 
  

0.116 
 
  

 

対応のある t 検定 *: P < 0.05 
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と考える。 

自由記載でもプログラムへの期待感や効果を

感じているという意見があり、その理由には、

WEB 普及版が、主体的学習を促進する現実を再

現する忠実度の高い視聴覚教材であった点が評

価されたと考える。現実を再現するシミュレーシ

ョンの忠実度の高さは、学習効果に大きな影響を

与える 9）と言われており、WEB 普及版は、実用

化において、学習効果も見込めるものと考えられ

る。 
これらの実用性に関する高評価の背景には、有

意な差が見られなかった項目があるものの、WEB
普及版体験後の実施度の自己評価得点について、

合計点とほとんどの項目において体験前より高

値を示していたという結果がある。これは、対面

型のプログラム原版だけでなく、WEB 普及版の

効果を支持する結果と考える。 
自信度得点については、有意な差が見られなか 

った項目があるものの、WEB 普及版体験後にす 
べての項目が高値を示していた。Jeffries（2005） 
が示しているシミュレーションモデルによると、

シミュレーション教育で期待できる 5つのアウト

カムのひとつに「自信」があり 10）、公衆衛生看護

学生を対象としたシミュレーション教育に関す

る先行研究 11）でも、シミュレーション教育によ

り、実践とのギャップが埋まり自信につながるこ

とが述べられている。シミュレーション教育のア

ウトカムは、シミュレーションのデザインに影響

を受けるとされているが、本プログラムでは、

WEB 版としたことにより、自身のタイミングで

体験できたことにより、振り返りの時間が十分に

確保でき、シミュレーションを通し、日々、自身

表 4．活気づけシミュレーション体験前後の自己評価        N＝10 
     事前  事後   

  項目                    平均±標準偏差  平均±標準偏差 P  

実

施 
活

気 
合計  
                   

(0-20) 
                    

 13.4 
  

± 
  

1.8 
  

 14.8 
  

± 
  

2.5 
  

0.127 
  

 

度 
 
  

づ

け 
  

ワレラゴト

(我ら事)共有  
  

(0- 5)  
  
                 

課題を自分たちの事として、

主体的に取り組もうという 
意識を醸成する 

3.1 
 
  

± 
 
  

0.6 
 
  

 
3.8 

 
  

± 
 
  

0.8 
 
  

0.010 
 
  

* 
 
  

  
みなで/ともに/
楽しく浸透 
  

 よりポジティブな状態へと、

みなで、ともに、楽しく取り

組むという意識を醸成する 

3.3 
 
  

± 
 
  

0.7 
 
  

 
3.9 

 
  

± 
 
  

0.6 
 
  

0.051 
 
  

 

  
発起アシスト 
 
  

 人々のやる気を喚起し、主体 
な取り組みを始められるよう 
力添えする 

3.7 
 
  

± 
 
  

0.5 
 
  

 
3.5 

 
  

± 
 
  

0.5 
 
  

0.343 
 
  

 

  
元気バック 
アップ 
  

 人々の自信を下支えし、元気

に取り組みを続けられるよう

後押しする 

3.3 
 
  

± 
 
  

0.7 
 
  

 
3.6 

 
  

± 
 
  

0.8 
 
  

0.394 
 
  

 

自

信 
度 

                         
(0-10)               
 
 

みなで/ともに/楽しくポジティ

ブヘルスを目指すという意識

が浸透するように支援する 

6.0 
 
  

± 
 
  

1.4 
 
  

 
6.5 

 
  

± 
 
  

2.0 
 
  

0.363 
 
  

 

   
 ポジティブヘルスを目指し住

民主体で行動を起こすという

合意に向けた対話を推進する 

4.9 
 
  

± 
 
  

2.4 
 
  

 
6.3 

 
  

± 
 
  

1.8 
 
  

0.010 
 
  

* 
 
  

   
 ポジティブヘルスを目指し、

よさそう/できそう/やろうの 
住民参加を促進する 

5.6 
 
  

± 
 
  

1.4 
 
  

 
6.1 

 
  

± 
 
  

2.2 
 
  

0.427 
 
  

 

   
 住民同士がそれぞれの強みを

活かし、活動を継続・発展で

きるよう支援する 

5.5 
 
  

± 
 
  

1.8 
 
  

 
6.4 

 
  

± 
 
  

2.0 
 
  

0.121 
 
  

 

   
 ポジティブヘルスに向けた活

動を主体的に展開する住民の

力量形成を支援する 

4.5 
 
  

± 
 
  

2.0 
 
  

 
5.9 

 
  

± 
 
  

2.1 
 
  

0.016 
 
  

* 
 
  

   
 住民が活動の成果を確認し、

さらに地域全体に波及できる

よう支援する 

5.0 
 
  

± 
 
  

2.4 
 
  

 
6.6 

 
  

± 
 
  

2.0 
 
  

0.005 
 
  

* 
 
  

対応のある t 検定 *: P < 0.05 
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が行っている活動で発揮している技術であるこ

とを認識し、実施しているとより実感でき、自信

につながったのではないかと考えられる。 
これらのことから、WEB 普及版には、一定の

実用性があると考えられる。1 名が、探索シミュ

レーションの有効性について、あまりそう思わな

いという回答があった。自由記載がなく原因につ

いての詳細は不明であるが、プログラム原版 7)に

おいても、探索技術の習得には時間を要すること

が述べられており、今回の探索技術においても自

信度の上昇が低かったことから、継続的な学習方

策も合わせて考えていく必要性が示唆された。 
3. 実践への示唆  

結果より、WEB 普及版の一定の実用性が確認

できた。意見を幅広い年齢・経験年数の研究参加

者より収集できたことから、本プログラムは、一

定の汎用性を備えていることが示唆され、オンラ

イン上で学習でき、受講時間も自分のタイミング

で柔軟に行うことが可能であるため、保健師が自

身の学習に手軽に取り入れ、技術を習得すること

が期待できる。 
4. 本研究の限界と課題 

本研究は、参加者数が少なかったため、十分な

意見収集ができていない可能性を否めない。この

ため、今後は参加者数を増やし、基礎教育や実践

現場での実用性について、さらなる検証を進めて

いく必要がある。 
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